
長
年
の
要
望
、

実
現

福
島
市
は
、
長
ら
く
学
童

支
部
も
要
望
し
て
い
た
保
育

料
の
減
免
の
事
業
を
こ
の
4

月
か
ら
、
よ
う
や
く
開
始
し

ま
し
た
。

制
度
と
し
て
は
、
「
多
子

世
帯
利
用
料
助
成
事
業
」
で

す
。
一
世
帯
の
高
校
生
か
ら

数
え
て
第
二
子
、
及
び
第
三

子
以
降
に
対
す
る
助
成
で
、

第
二
子
が
２
千
円
、
第
三
子

以
降
は
4
千
円
の
保
育
料
減

額
と
な
る
も
の
で
す
。
（
福

島
市
は
、
民
設
民
営
の
学
童

保
育
で
、
保
育
料
は
各
学
童

保
育
で
異
な
り
、
月
額
5
千

円
か
ら
2
万

円
以
上
と
保

育
料
に
は
大

き
な
差
が
学

童
保
育
間
で

あ
る
）

対
象
と
な

る
児
童
や
そ

の
金
額
に
つ

い
て
、
経
済

的
な
理
由
で

学
童
保
育
に

預
け
ら
れ
な

い
と
い
う
保

護
者
の
願
い

に
こ
た
え
て

い
な
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、

長
年
の
要
望
が
実
現
で
き
た

と
い
う
点
で
は
、
大
き
な
前

進
と
言
え
ま
す
。

学
習
会
に

参
加
し
た
い

ま
た
、
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
ま
で
、
市
は
「
処
遇
改

善
事
業
を
満
額
獲
得
で
き
た

学
童
保
育
だ
け
」
の
事
業
と

し
て
、
「
放
課
後
児
童
支
援

員
等
処
遇
改
善
事
業
」
の

（
1
）
も
し
く
は
（
2
）
の

ど
ち
ら
か
で
満
額
助
成
を
受

け
た
学
童
保
育
だ
け
が
、

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
事
業
」

を
申
請
で
き
る
と
い
う
態
度

で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
市
連
協

が
何
度
も
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
事
業
」
単
独
で
も
申
請
で

き
る
よ
う
に
、
と
求
め
て
き

ま

し

た
。

今

年

度

か

ら

つ

い

に
、

処

遇

改

善

事

業

と

は

関

連
性
を
も
た
せ
ず
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
事
業
を
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
多
く
の
学
童
保
育
で

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

福
島
市
の
指
導
員
の
処
遇

改
善
事
業
（
２
）
に
つ
い
て

は
、
実
施
し
て
い
る
学
童
保

育
は
1
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

福
島
支
部
で
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
」
と
な
る
以
前
に
、

「
処
遇
改
善
事
業
を
ど
の
よ

う
に
指
導
員
の
処
遇
改
善
に

つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
学
習

会
を
今
年
3
月
に
計
画
し
、

福
島
市
内
の
学
童
保
育
へ
案

内
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

少
な
く
な
い
非
組
合
員
の

指
導
員
か
ら
「
参
加
し
た
い
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
学

習
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
市
内
の
指
導

員
か
ら
組
合
員
に
「
あ
の
、

学
習
会
に
は
参
加
し
た
か
っ

た
」
「
ま
た
、
計
画
し
て
ほ

し
い
」
と
要
望
が
出
て
い
ま

す
。支

部
で
は
、
組
合
の
会
議

を
9
月
か
ら
定
期
的
に
開
催

し
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
も
今

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
議

の
中
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
」

の
中
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様

子
な
ど
も
交
流
し
、
支
部
と

し
て
の
活
動
を
本
格
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

ま
た
、
課
題
の
一
つ
は
、

組
織
拡
大
で
す
。
組
合
の
活

動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
も
特
に
若
い
世
代
で
の
組

合
員
拡
大
で
す
。
10
月
に
は
、

20
代
の
指
導
員
が
新
た
に
加

入
し
、
各
世
代
に
わ
た
っ
て

組
合
員
が
い
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
が
、
組
合
員
の
い

る
学
童
保
育
は
、
市
内
の
学

童
保
育
の
一
割
に
も
達
し
て

い
ま
せ
ん
。

組
織
拡
大
目
標
を
明
確
に

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
福
島
支
部

鈴
木
郁
子

佐
藤
秀
樹
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会

ニュース学童保育

2020.１１.４．

ＮＯ.６７

全日本建設交運一般労働組合

全国学童保育部会 発行

編集：事務局

「はたらくみんなの要求アンケート」
1次締切 11/12

春闘で要求書を作る際に大切なのは、仲間たち

の願い、要求、切実な声が反映したものになって

いるかどうかです。

要求アンケートは、まずは組合員全員が出すこ

とです。そこから、仲間たちの実態や声をつかむ

ようにしていきましょう。

また、組織拡大のツールとしても、積極的に活

用していきましょう。


